
「個性豊かな新しい千葉文化の創造」

「個性」

伝統的な地域文化や遺産の継承を基本に、千葉らしさという

文化的個性の形成を目指す。

理 念

「世界性」

世界性をそなえた新しい千葉文化の振興を目指す。

「市民主体」

市民主体を基本に、企業や教育機関等と行政が協同して新し

い千葉文化の振興を目指す。

・千葉文化を担うひとづくり

・文化活動の場づくり

・多様な文化活動のネットワークづくり

・文化の見えるまちづくり

・行政の文化化

継 承

・文化芸術をはぐくむまちづくり

・文化芸術に親しむ市民の視野の拡大

・文化を創造する人材の育成

・創造活動を支える場の確保

・文化芸術活動への支援

（継承した３つの基本目標を達成するためのマスタープランの５つの柱

をさらに具体化した「５つの基本施策」により、施策を体系化し、「個

性豊かな新しい千葉文化の創造」に取り組む。）

今 後 の 取 組

千葉市文化振興マスタープラン

（平成11年3月策定）

千葉市文化芸術振興計画
（平成20年3月策定）

（計画期間：平成20年度～27年度）

千葉市文化振興マスタープランは、長期的な視野に立って、本市の文化振興の理念と目標、施策の方向性を定めたものです。

千葉市文化芸術振興計画・第２次千葉市文化芸術振興計画では、マスタープランの理念のもと、その目標を達成するために、より具体的な施策と今後の取り組みを掲げてきました。

【千葉市文化芸術振興計画の計画期間】

本計画の計画期間は、本市の市政運営の指針である「新総合ビジョン」に基づき策定された、中長期的な都市づくりの基本的方向性を示す「ちば・ビジョン 21」

の計画期間に合わせ、平成 20 年度から「ちばビジョン 21」の終了年度である平成 27 年度までの８年間としていた。

・市民主体

・こども若者

文化芸術振興施策の軸を鑑賞型から活動・行動型へ

あらゆる世代の市民が、文化による自己表現の場に触れ、共

感を生み、つながり、文化を創り出す力にあふれたまち

・文化芸術に親しむ市民の視野を「広げる」

・文化を創造する人材を「育てる」

・文化芸術を育む場を「支える」

・千葉文化の担い手を「つなぐ」

・文化芸術によって千葉の魅力を「活かす」

〇重点プロジェクト：オリパラを契機とした文化芸術施策の

発信強化

【第２次千葉市文化芸術振興の計画期間】

国の「文化芸術振興基本法」に基づく「文化芸術の振興に関する基本的な方針」の「第６次基本方針」が、平成34年（令和４年）に公表されると想定し、また、

望ましい都市の姿を示している「千葉市基本構想」に定める基本目標等を実現するために、基本方針や今後の施策展開の方向性などを示した「千葉市新基本計画

（平成24年度～33年度）」の次期計画が策定される、令和４年度までの７年間としていた。
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【策定時の背景】

・文化芸術の振興に関する施策の総合的な推進を図り、心豊かな国民

生活及び活力ある社会の実現に寄与することを目的として、平成 13

年に「文化芸術振興基本法」が施行

・国は、この法律に基づき「文化芸術の振興に関する基本的な方針（第

２次基本方針）」 を策定

【策定時の背景】

・国が「文化芸術の振興に関する基本的な方針」を第４次基本方針策定（

平成27年 5月）

・劇場音楽堂等の活性化に関する法律（平成24年6月）の施行

・東京オリンピックパラリンピックの開催

計画期間について

第２次千葉市文化芸術振興計画
（平成28年3月策定）

（計画期間：平成28年度～令和４年度）

千葉市文化振興マスタープラン策定から第２次千葉市文化振興計画策定までの経緯について 資料１


